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航空隊整備士

整備士総数 ３９名

消防司令 ３名

消防司令補 １３名

消防士長 １２名

消防副士長・消防士 １１名

有資格者数

一等航空整備士（回） ３６名

ＥＣ２２５型 ２３名

ＡＳ３６５型 ３４名

ＡＷ１３９型 １４名

ＡＷ１８９型 ７名

二等航空整備士（回） ３名勤務種別

交代制勤務 １２名

毎日勤務 ２７名

※この他に航空専門学校への派遣者３名
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整 備 係

整備補給係

整備管理担当

運 航 担 当

検 査 担 当

教 育 担 当

整備管理担当

工 場 担 当

検 査 担 当

補 給 担 当

ち ど り 機 付

ひ ば り 機 付

か も め 機 付

ゆりかもめ機付

つ ば め 機 付

はくちょう機付

こうのとり機付

おおたか機付

江東航空センター

多摩航空センター

整 備 組 織 図

２４名

１５名
毎日勤務 ：９名
交代制勤務：６名

毎日勤務 ：１８名
交代制勤務： ６名
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機 上 業 務 地 上 業 務

機上業務（大型機には２名、中型機には１名搭乗）

・ 計器類の監視
・ 救助活動 （ホイスト操作）
・ 消火活動 （スリング、消火装置操作）
・ 救急搬送 （活動支援、安全管理）
・ 火災情報 （ＨＴＶ操作）

地上業務

・ 定期点検整備 ※
（機体３００時間点検、発動機４００点検）

・ 耐空検査整備
・ 故障探求、故障整備
・ 係業務（補給、契約業務を含む）

※外部委託点検整備
２年毎に外部整備業者等に点検整備を委託する

整備士の業務
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５年

航空従事者技能証明を
有しない者

運航整備士の資格を
有する者

二等航空整備士の資格を
有する者

一等航空整備士の資格を
有する者

（
国
家
試
験
）

二
等
航
空
整
備
士

資
格
取
得
研
修

Ａ
Ｓ
３
６
５
型
機
体
研
修

エ
ン
ジ
ン
整
備
基
礎
研
修
（
ア
リ
エ
ル
）

（
国
家
試
験
）

一
等
航
空
整
備
士
学
科
試
験

一
等
航
空
整
備
士
養
成
研
修

技
能
向
上
教
育
Ⅰ

Ａ
Ｓ
３
６
５
型
確
認
整
備
士

整
備
士
基
礎
実
務
教
育

限定変更試験
（国家試験）

Ｅ
Ｃ
２
２
５
型
限
定
変
更
教
育

Ｅ
Ｃ
２
２
５
型
機
体
研
修

エ
ン
ジ
ン
整
備
研
修
（
マ
キ
ラ
２
Ａ
型
）

技
能
向
上
教
育
Ⅱ

一
等
航
空
整
備
士
限
定
変
更
研
修

（
Ｅ
Ｃ
２
２
５
型
）

Ｅ
Ｃ
２
２
５
型
確
認
整
備
士

３年

９ 年

４年
５．５年
（６年目）

実
地
試
験
（
国
家
試
験
）

実
地
試
験
（
国
家
試
験
）

実
地
試
験
（
国
家
試
験

）

実
地
試
験
（
国
家
試
験
）

外部委託研修

国家試験

隊内教育訓練

Ａ
Ｗ
１
３
９
型
機
体
研
修

エ
ン
ジ
ン
整
備
研
修

（
Ｐ
Ｔ
６
型
）

Ａ
Ｗ
１
３
９
型

限
定
変
更
教
育

一
等
航
空
整
備
士

限
定
変
更
研
修

（
Ａ
Ｗ
１
３
９
型
）

技
能
向
上
教
育
Ⅱ

Ａ
Ｗ
１
３
９
型

確
認
整
備
士

Ａ
Ｗ
１
８
９
型
機
体
研
修

エ
ン
ジ
ン
整
備
研
修

（
Ｃ
Ｔ
７
型
）

Ａ
Ｗ
１
８
９
型

限
定
変
更
教
育

一
等
航
空
整
備
士

限
定
変
更
研
修

（
Ａ
Ｗ
１
８
９
型
）

Ａ
Ｗ
１
８
９
型

確
認
整
備
士

技
能
向
上
教
育
Ⅱ

中
型
機
乗
組
補
助
整
備
士
教
育
（
Ａ
Ｗ
１
３
９
型
）

１２年
６．５年
（７年目）

１０．５年
（１１年目）

１１．５年
（１２年目）

８．５年
（９年目）

大
型
機
乗
組
補
助
整
備
士
教
育
（
Ｅ
Ｃ
２
２
５
型
）

大
型
機
乗
組
補
助
整
備
士
教
育
（
Ａ
Ｗ
１
８
９
型
）

この養成の場合もある

整備士教育体系
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航空従事者
技能証明を有しない者

運航整備士
の資格を有する者

二等航空整備士
の資格を有する者

一等航空整備士
の資格を有する者

エ
ン
ジ
ン
整
備
研
修
（
外
部
委
託
研
修
）

Ａ
Ｓ
３
６
５
型
機
体
研
修
（
外
部
委
託
研
修
）

一
等
航
空
整
備
士
養
成
研
修
（
外
部
委
託
研
修
）

一
等
航
空
整
備
士

実
地
試
験
（
国
家
試
験
）

A
S
３
６
５
型

技
能
向
上
教
育

Ａ
Ｓ
３
６
５
型

確
認
整
備
士

発
令

二
等
航
空
整
備
士

資
格
取
得
研
修

（
外
部
委
託
研
修
）

一等航空整備士の養成課程（選抜試験から確認整備士発令まで）

５年
３年 ６か月

Ｏ
Ｊ
Ｔ

一
等
航
空
整
備
士

学
科
試
験
（
国
家
試
験
）

選抜試験

隊内教育 隊内教育・整備士基礎実務教育

・一等整備士学科教育

・一等航空整備士実地教育
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E
C
2
2
5
型

確
認
整
備
士

国
内

座
学
研
修

国
外

実
技
研
修

実
地
試
験
（
本
邦
外
受
験
）

A
W
１
３
９
型

技
能
向
上
教
育

A
W
１
３
９
型

確
認
整
備
士

発
令

一
等
航
空
整
備
士
限
定
変
更
教
育

一等航空整備士
限定変更研修

（外部委託）

AW１３９整備士の養成（一整限定変更）

隊内教育 隊内教育

イ
タ
リ
ア

又
はマ

レ
ー
シ
ア

６か月

１か月 １か月

３か月

１２か月
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整備士教育訓練種別

種 別 項 目
時
間

期
間

内 容 備 考

整
備
士
養
成
教
育

整備士基礎実
務教育Ⅰ、Ⅱ

385
時間

１年

航空隊の整備士として発令された者で、
法第24条の資格を有している者に対し､主
に日常整備作業及び特別装備品の機上操
作補助並びにＨＴＶ操作等を習熟するた
めの隊内教育

別表第２

整

備

士

資

格

取

得

教

育

航

空

隊

教

育

一等航空整備
士学科教育

90
時間

６か月
法第２９条に定める一等航空整備士(回転
翼航空機）学科試験に合格させるため、
基礎実務教育終了者に対して行う教育

別表第３

一等航空整備
士実地教育

187
時間

６か月

法第２９条に定める一等航空整備士(回転
翼航空機）実地試験に合格させるため、
基礎実務教育終了者に対して行う隊内教
育

別表第４

一等航空整備
士限定変更教
育

220
時間

６か月
法第２９条の２に定める一等航空整備士
(回転翼航空機）実地試験に合格させるこ
とを目的として行なう隊内教育

別表第６

外

部

委

託

研

修

二等航空整備
士養成研修

委託先
のｶﾘｷｭ
ﾗﾑによ
る

３年

航空隊の整備士として命ぜられ、航空法
第２４条の資格を有しない者に対し、二
等航空整備士の資格取得を目的とし、国
土交通省の指定航空従事者養成施設で行
う外部委託研修

別に定める

一等航空整備
士養成研修

385
時間

３か月
法第２９条に定める一等航空整備士(回転
翼航空機）実地試験に合格させることを
目的として行なう外部委託研修

別表第５

一等航空整備
士限定変更研
修

245
時間

２か月
法第２９条の２に定める一等航空整備士
(回転翼航空機）実地試験に合格させるこ
とを目的として行なう外部委託研修

別表第７

ＡＳ３６５型
機体整備研修

91
時間

１３日
機体（ＡＳ３６５型）に関する基本的な
知識を習得するために行う外部委託研修

別表第８

ＥＣ２２５型
機体整備研修

140
時間

１５日
機体（ＥＣ２２５型）に関する基本的な
知識を習得するために行う外部委託研修

別表第９

エンジン
整備研修
（アリエル）

委託先
のｶﾘｷｭ
ﾗﾑによ
る

５日
中型機（ＡＳ３６５型）のエンジン（ア
リエル）に関するより基本的な知識を習
得するためにおこなう外部委託研修

別に定める

エンジン整備
技能向上研修

委託先
のｶﾘｷｭ
ﾗﾑによ
る

３日
中型機（ＡＳ３６５型）のエンジン（ア
リエル）に関するより高度な知識及び技
術を習得するために行う外部委託研修

別に定める

エンジン整備
研修
（マキラ）

委託先
のｶﾘｷｭ
ﾗﾑによ
る

５日
大型機（ＥＣ２２５型）のエンジン（マ
キラ）に関する基本的な知識を習得する
ために行う外部委託研修

別に定める

技
能
向
上
教
育
・
技
能
維
持
訓
練

技能向上教育
(一整課程）

168
時間

６か月

法第２９条に定める一等航空整備士実地試験の
合格者に対し、整備技術の向上を主眼とし、確
認整備士となることを目的とした教育。また航
空消防活動訓練Ⅰを実施し、乗組整備士として
の技能向上を図る。

別表第10
別表第14ａ

技能向上教育
（限変課程）

85
時間

３か月

法２９条の２に定める限定変更実地試験合格者
に対し、整備技術の向上を主眼とし、当該型式
の確認整備士となることを目的とした教育。ま
た航空消防活動訓練Ⅱを実施し、乗組整備士と
しての技能向上を図る。

別表第11
別表第14ｂ

技能維持訓練Ⅰ

状況に
より教
育係長
が指定
する

１か月
当たり
２日間

規程第２条（１４）に定める、装備部長が指定
する他所属の航空従事者（整備士）に対する教
育訓練。

別表第12

技能維持訓練Ⅱ
（復帰訓練）

88
時間

航空隊
勤務後
または
整備業
務復帰
後３か
月

庁内異動により、航空隊に再異動した航空従事
者に対し、航空の安全を図ることを目的とした
整備技術及び航空消防活動の教育訓練をいう。
また傷病等により長期にわたり（概ね６か月以
上）整備業務を休んでいた者に対して行う訓練。

別表第13

航
空
消
防
活
動
訓
練

航空消防活動
訓練Ⅰ

2～5回
20時間

技能向
上教育
（一整
課程）
期間

中型機の運航に関わる機上整備及び航空消防活
動（火災、救助、救急、物資吊下げ、照明等）
技術の向上、および技能維持を目的とした教育
訓練。

別表第14ａ
別表第14-2ａ
（AS365N3）

航空消防活動
訓練Ⅱ

5～6回
13時間

技能向
上教育
（限変
課程）
期間

大型機の運航に関わる機上整備及び航空消防活
動（火災、救助、救急、物資吊下げ、照明等）
技術の向上、および技能維持を目的とした教育
訓練。

別表第14ｂ
別表第14-2ｂ
（EC225）

航空消防活動
訓練Ⅲ

状況に
より教
育係
長が指
定する

状況に
より教
育係
長が指
定する

新規導入機体や新たな装備品の取扱い操作につ
いて知識・技能を習得するための訓練。

別に定める

乗組補助整備士
教育訓練

状況に
より教
育係長
が指定
する

中型機
の確認
整備士
発令後

機体・エンジン整備研修の未受講者に対し、機
体の日常点検及び航空消防活動（火災、救助、
救急、物資吊下げ、照明等）を実施する際に補
助する整備士の教育訓練。

別表第18

特
別
教
育

特別教育Ⅰ
委託先のｶﾘｷｭﾗﾑ
による

消防活動、整備業務遂行に当たり関連する法的
な資格取得のための外部委託教育をいう。

別に定める

特別教育Ⅱ
委託先のｶﾘｷｭﾗﾑ
による

新たに導入する機体に関する技術を習得するた
め製造会社が実施する委託教育訓練をいう。

別に定める

（整備士教育訓練種別）

1 2

整備教育訓練基準

一
等
航
空
整
備
士
取
得
前

一
等
航
空
整
備
士
取
得
後
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一等整備士学科教育 一等整備士実地教育

予定時間 結　果

1

1

1

2

2

2

3

1

1

3

2

2

2

2

1

3

3

1

2

35 時間

基礎電気・電子工
学

磁気、静電気、導体と絶縁体、動電気、電磁気、電磁誘導、直流回路及
び電力、交流、電子、電子回路、電子部品、デジタルについて理解させ
る。

航空電波の基礎

ラジオ・ラック、電波、周波数、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰの一般概要、増幅器の原理、
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ及びｵｼﾚｰｼｮﾝ、発・受信機の構成及び機能、航空用ﾗｼﾞｵ･ｱﾝﾃﾅの
種類と型式と特性、ｱﾝﾃﾅの構成、ﾚﾀﾞｰ･ｱﾝﾃﾅの構成機能の概要について理
解させる。

項  目 細　　　　　　　　　　目

耐空性審査要領
｢耐火性材料」「計器の視認」「電気系統の保護・安全装置」「灯火」
「座席・寝台・安全バンド」について理解させる。

一等航空整備士学科教育実施細目(装備品）

航空機電気材料及
び配線

電線の規格と仕様と被覆材料、ﾀｰﾐﾅﾙとｽﾌﾟﾗｲｻと接続箱、ﾋｭｰｽﾞとｻｰｷｯﾄﾌﾞ
ﾚｰｶｰとｽｲｯﾁ、配線の方法と保護方法について理解させる。

航空機電気回路図
の見方

シンボルの理解、配線図と機能図について理解させる。

系統コントロール
回路

系統ｺﾝﾄﾛｰﾙ基本回路の構成と作動の概要（ｽｲｯﾁ･ﾘﾚｰ･ﾓｰﾀｰ･ｱｸﾁｭｴｰﾀｰ･ｿﾚﾉｲ
ﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ）について理解させる。

自動操縦
安定作用と操縦作用と誘導作用、自動操縦ｺﾝﾄﾛｰﾗｰとｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｱﾝﾄﾞｱﾝﾌﾟﾘ
ﾌｧｲﾔとｻｰﾎﾞ機構について理解させる。

通信系統 ＶＨＦ，ＨＦについて理解させる。

電気系統の構成 機体内・外部電源及びコントロールについて理解させる。

電源系統

蓄電池(原理・種類・構造・定格・充電方法・取扱要領と格納）、直流源
系統(構成、型式、要件、作動、機能部品の作動原理、構造概要、並列運
転）、交流電源系統(構成、型式、要件、作動、機能部品の作動原理、構
造概要、並列運転）について理解させる。

電動機
直流電動機（作動原理、型式、特性、構造機能の概要）、交流電動機
（作動原理、型式、特性、構造機能の概要）について理解させる。

同期機器
同期の概念と方式と差動発電機、同期発電機と同期ﾓｰﾀ（構造機能、結線
方法、磁界）、差動同期機の構造機能、ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾏｰの構造機能に
ついて理解させる。

ｻｰﾎﾞ機構
ｻｰﾎﾞ機構概念方式（ﾚｰﾄｻｰﾎﾞと計算ｻｰﾎﾞ）、位置指示ｻｰﾎﾞの概念、誤差検
出方式の概念、ｻｰﾎﾞｺﾝﾄﾛｰﾙの概念、ｻｰﾎﾞ増幅器の概念、交流ｻｰﾎﾞﾓｰﾀの概
念について理解させる。

系統機器 電圧計、電流計、電力計の構造機能について理解させる。

非常及び救急装備
非常及び救急装備の構成要件と型式要件、配置及び概要、装備品の目的
と型式と機能構造の概要

計器の作動原理
計器の作動原理と構成と作動の概要、航法計器、個別計器、Central
Warningについて理解させる。

航法系統
ADF,VORﾏｰｶｰﾋﾞｰｺﾝ,DME、気象ﾚｰﾀﾞｰ､ﾄﾞﾌﾟﾗｰﾚｰﾀﾞｰ,ATCﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞｰ
ＩＬＳ TCAS,FMSについて概要を理解させる

その他
酸素系統(非常用と携帯用）、CMCS､ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ、ＣＲＴ，ＬＣＤにつ
いて概要を理解させる｡

試験 中間及び最終確認

　　　　　　　　　　　合　　　　計

予定時間 結　果

1

1

1

1

3

2

1

1

1

4

2

2

20 時間

エンジンの故障と
解析

圧縮機のｽﾄｰﾙ、エンジンのクリープ現象について理解させる。

試験 中間及び最終確認

　　　　　　　　　　　　　合　　　　　　計

タービン・エンジ
ンの各種系統

空気取入口系統、燃料系統、滑油系統、点火系統、排気系統、防氷系統、
制御系統について理解させる。

タービン・エンジ
ンの材料

材料一般、各種金属材料の概要、ﾀｰﾋﾞﾝ･ｴﾝｼﾞﾝ材料の特異現象、について
理解させる。

エンジンの運転及
び試験法

一般（定格、推力設定の因子及びその理由、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの指示、運転時のｴﾝｼﾞ
ﾝ前後方の危険範囲）、始動､ｴﾝｼﾞﾝの機能点検、離陸出力点検、停止、異
常発生時の処置、ｴﾝｼﾞﾝの試験について理解させる｡

タービン・エンジ
ンの性能

ﾀｰﾋﾞﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの出力、推力と馬力、推力に影響を及ぼす外的要因、推力と
馬力の計算例、エンジンの効率、基本ｻｲｸﾙ、ｴﾝｼﾞﾝ効率の向上策と計算
例、一般特性、内部作動ｶﾞｽの流れ状態、ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰの種類、ｴﾝｼﾞﾝ定格、性
能の修正、性能曲線、系統計器の概要について理解させる。

タービン・エンジ
ン基本構成要素

基本構造一般、圧縮機、燃焼室、ﾀｰﾋﾞﾝ、排気セクションについて理解さ
せる。

燃料及び滑油
燃料一般(燃料の具備すべき条件、蒸留曲線、発熱量、気化性及び安定
性、規格及び成分）、滑油一般（滑油の具備すべき条件、規格及び成分）
について理解させる。

ｴﾝｼﾞﾝの分類と
特徴と概念

エンジンの分類と特徴、動力装置の具備条件と各種型式の優劣度について
理解させる。

熱力学
完全ガスの性質、ガス体の変化、サイクル、４サイクル、インジケータ線
図について理解させる。

タービン・エンジ
ンの概要

ﾀｰﾋﾞﾝ･ｴﾝｼﾞﾝの原理、分類、歴史、特徴、発達の推移について理解させ
る。

項  目 細　　　　　　　　　　目

耐空性審査要領 耐空性審査要領第Ⅶ部について理解させる。

一等航空整備士学科教育実施細目（発動機）

予定時間 結　果

2

1

1

3

3

3

2

2

0.5

3

1

2

2

0.5

0.5

0.5

1

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1

0.5

0.5

2

35 時間　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計

操縦系統とﾄﾗﾝｽﾐｯ
ｼｮﾝ

操縦系統､ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ系統の機能と構造について理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの振動 通常振動、防振装置、異常振動、自励振動について理解させる｡

試験 中間及び最終確認

ﾒｲﾝ･ﾛｰﾀｰ･ﾌﾞﾚｰﾄﾞ
ﾛｰﾀｰの種類（全関節型、半関節型、無関節型）、主要構造部分、ﾌﾞﾚｰ
ﾄﾞ形状と構造について理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに加わる
荷重

定義の用語、飛行荷重倍数、制限運動荷重倍数、合成制限運動荷重、突風荷
重、偏揺れ状態、発動機ﾄﾙｸ、操縦面及び操縦系統荷重、地面荷重及び水面荷
重について理解させる。

ｴｱｺﾝﾃﾞｼｮﾆﾝｸﾞ系統 エアコンデショニング系統一般について理解させる。

防氷及び除氷系統
防氷及び除氷系統一般（構成及び作動）、機能部品の目的と型式と構造機能
の概要について理解させる。

防火系統
防火系統一般（消火系統の構成と必要性、原理、特性、適用区域、作動）、
機能部品の目的と型式と構造機能の概要

機体構造
基本構造及び種類、疲労破壊構造、胴体、胴体外皮のｺﾛｰｼﾞｮﾝ防止法、胴体外
板の変形、ｼﾜ、切り欠き等の概要について理解させる。

操縦系統 動作方法の種類と機構(原理）構造について理解させる。

ﾆｭｰﾏﾁｯｸ系統
ﾆｭｰﾏﾁｯｸ一般（気体の特性、系統の構成及び作動）、機能部品の目的と型式と
構造機能の概要について理解させる。

着陸装置
着陸装置の種類（主脚、尾脚、前脚）、構成、ﾀｲﾔ･ﾎｲｰﾙ･ﾌﾞﾚｰｷ、緩衝装置、
脚引込み作動筒、ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ装置、ｼﾐｰ･ﾀﾞﾝﾊﾟｰについて理解させる。

油圧系統
油圧系統一般（原理、流体の特徴、油圧系統の構成及び作動、作動油の種類
と仕様）、機能部品の目的と型式と構造機能の概要、系統計器について理解
させる。

燃料系統
燃料系統一般（構成及び作動）、燃料機能部品の目的と型式と構造機能の概
要、燃料補給装置及び補給作業の概要、燃料容量計について理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの安定性
用語の定義、安定性に影響を及ぼすﾛｰﾀｰの動き、ﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ時の安定性、前進飛
行時の縦安定について理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの重量
及び重心位置

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの重量、重心位置の表示、重心位置の測定法、重心位置の計算方法に
ついて理解させる。

航空機一般
航空用語および解説、航空技術に関する度量衡(単位）、基本工具、基本技
術、材料の性質、力学の基礎、応力、材料試験方法、強度計算について理解
させる。

ｵｰﾄ･ﾛｰﾃｰｼｮﾝ ｵｰﾄ･ﾛｰﾃｰｼｮﾝについて理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの失速
失速の発生、失速に影響を及ぼす要素、失速を遅らせる方法について理解さ
せる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの性能
必要馬力と利用馬力、ﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ性能、最大速度、地面効果、上昇性能、航続距
離と    航続時間について理解させる。

ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰのﾛｰﾀｰ
ﾌﾞﾚｰﾄﾞ理論

ﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ時の運動、前進飛行時の運動、ﾃﾞﾙﾀ･ｽﾘｰﾋﾝｼﾞ等について理解させる。

前進飛行の空
気力学

ローターの発生する空気力、機体の釣り合い、ﾃｰﾙ･ﾛｰﾀｰの作用について理解
させる。

垂直飛行の空気力学 垂直飛行の空気力学について理解させる。

流体力学の基礎
標準大気、連続の法則、ﾍﾞﾙﾇｰｲの法則、翼に生じる揚力、層流と乱流及び境
界層   ﾚｲﾉﾙｽﾞ数、遷移と剥離、対気速度について理解させる｡

翼型理論
翼型各部の名称、揚力と抗力と迎え角、風圧分布と風圧中心、空力ﾓｰﾒﾝﾄと空
力中心、翼の失速、翼型特性について理解させる。

高速空気力学 圧縮性と音速、ﾏｯﾊ数、衝撃波について理解させる。

項  目 細　　　　　　　　　　目

耐空性審査要領
航空法施行規則附属書第一、耐空性審査要領第Ⅰ部､第Ⅳ部、第Ⅴ部、 第Ⅹ
Ⅰ部について理解させる

一等航空整備士学科教育実施細目（機体）

1

2

3

一等航空整備士養成の隊内教育訓練内容

航空整備士基礎実務教育Ⅰ、Ⅱ

航空隊の整備士として発令された者で、法第24条の資格を
有している者に対し､主に日常整備作業及び特別装備品の機
上操作補助並びにＨＴＶ操作等を習熟するための隊内教育

法第２９条に定める一等航空整備士(回転翼航空機）学科試験
に合格させるため、基礎実務教育終了者に対して行う隊内教育

法第２９条に定める一等航空整備士(回転翼航空機）実地試験に
合格させるため、基礎実務教育終了者に対して行う隊内教育

別表第２

別表第３

別表第４

9



別表第１０
（第３条関係）

技能向上教育（一整課程）実施細目

項 目 細 目
予定時
間

結 果

反復訓練
基礎実務、学科・実地教育に関する全項目、特に弱点と思
われる項目及び実地試験時の試験官からの指摘事項につい
て総復習させる。

14

安全管理
航空機の地上安全及び業務における安全管理全般にわたっ
て習得させる。

7

故障探究
とその処
置

燃料系統、滑油系統、作動油系統、電気系統、オートパイ
ロット、エンジンその他の故障探究をシミュレーションし
ながら習得させる。

21

特殊条件
下におけ
る航空機
の取扱

特殊条件下（寒冷地、夜間、砂地、塩害等）における航空
機の整備及び機材の取扱について習得させる。

21

野外係留
要領

航空機の野外係留要領（係留の種類と用途、係留地の選定、
係留要領等）を十分に習得させる。

4

防錆と格
納要領

航空機の防錆と格納要領（防錆の種類と処置と解除方法）
と格納要領（航空機とエンジン及び装備品の格納と処置及
び保管等）について十分に習得させる。

4

機上整備
要領

飛行中の故障等に対する整備士の対処要領（計器の不具合
に対する処置、悪天候における機上監視要領、試験飛行要
領等）について習得させる。

35

法定書類
の取扱要
領

各種法定書類（航空日誌の記入要領、TCD取扱い要領、
S/B・S/L取扱い要領等）の取扱について習得させる。

10

特殊装備
品取扱要
領

特殊装備品（ホイスト装置、スリング装置、ラウドスピー
カー装置、ラぺリングキット、ファイヤーアタッカー等）
の取扱について習得させる。(別表１7 航空消防活動訓練
Ⅰ及び別表１7‐２a中型機の救助活動訓練）

30

各種試験
判定要領

各種試験（振動測定結果、パワーチェック、試験飛行等）
の判定結果について確認整備士として良否の判定を習得さ
せる。

10

耐空検査
受検要領

耐空検査の受検における必要書類の根拠と作成要領（提示
及び提出書類）、及び受験要領について習得させる。

7

試験 中間及び最終確認 5

合計 168

※上記訓練には、５～１０時間の飛行訓練を含む。

別表第１４－２a（第３条関係）

被 教 育 者

中型機の救助活動訓練実施記録
（一整課程）

階 級

氏 名

訓 練 内 容 予定時間 実 施

座

学

⑴ 機体の救助関連装備品の機能と作動及び性能諸元
⑵ 救助関係の各種資器材の機能と作動及び用途
⑶ 活動基準
⑷ 安全管理
⑸ 機体誘導要領（安全監視も含む）
⑹ 手信号（意思の伝達）
⑺ 不具合事例（機体又は操作上の不具合）
⑻ 不具合時の対応要領、過去の事例
⑼ その他必要事項
⑽ 効果確認（座学まとめ）

5

実

技

基本活動要領 2

機内設定、自己確保要領 1

救助、救急員の機体への接近、搭乗、降機要領 1

リペリング降下、ホイスト降下（格納庫内で実機シュミレーショ
ン）

2

前記４項目の効果確認 1

実機訓練（グラスエリア、バラストによる反復訓練） 1

実機応用訓練（グラスエリア、山岳訓練、河川等）
介添え救助（エバック、担架等）

1.5

実機想定訓練、単独機内収容 1.5

不具合時の対応要領（各形態） 1.5

総合効果確認 1.5

効 果 確 認 1

合 計 20

備 考

一等航空整備士 技能向上教育
一等航空整備士実地試験の合格者に対し、整備技術の向上を主眼とし、確認整備士となることを目的とした教育。

実施期間：６か月間（１６８時間）

整備技術 救助活動技術 整備技術 救助活動技術

教育実施内容 効果確認

10



人
数

階級 整備士氏名 年齢
従事
年月

現有の法定資格
2021年度
（R3)

2022年度
（R4)

2023年度
（R5)

2024年度
（R6)

2025年度
（R7)

2026年度
（R8)

2027年度
（R9)

2028年度
（R10)

2029年度
（R11)

2030年度
（R12)

大 型 中 型

189 225 365 139

1 司令補 整備士A 60 33/10 ○ ○ 退職

2 司令補 整備士B 59 32/12 ○ 退職

3 司令 整備士C 59 31/12 ○ ○ 退職

4 司令 整備士D 56 29/12 ○ ○ ○ 退職

5 司令補 整備士E 56 30/12 ○ ○ ○ 退職

6 士長 整備士F 55 25/07 ○ ○ 退職

7 司令補 整備士G 54 25/07 ○ ○ ○ 退職

8 司令補 整備士H 53 26/07 ○ ○ ○ 退職

9 司令 整備士I 53 24/04 ○ ○ ○ ○ 退職

10 司令補 整備士J 52 27/12 ○ ○ ○ AW189 退職

11 司令補 整備士K 52 24/04 ○ ○ ○ AW189 退職

12 司令補 整備士L 52 20/12 ○ ○ ○ AW189

13 士長 整備士M 49 27/05 ○ ○ ○ ○

14 司令補 整備士N 49 23/12 ○ ○ ○ AW189

15 司令補 整備士O 46 22/12 ○ ○ ○ ○

16 司令補 整備士P 45 22/08 ○ ○ ○ AW189

17 司令補 整備士Q 46 21/12 ○ ○ ○ AW189

18 士長 整備士R 45 21/08 ○ ○ ○ AW139

司令補 整備士S 50 19/04 ● ● ●

司令補 整備士T 47 15/12 ● ● ●

19 士長 整備士U 45 15/12 ○ ○ AW139 AW189

20 士長 整備士V 43 14/12 ○ ○ ○ AW189

21 士長 整備士W 39 13/12 ○ ○ ○ AW139

22 士長 整備士X 39 11/12 ○ ○ AW189 AW139 AW189

23 士長 整備士Y 38 11/12 ○ ○ ○ AW189

24 士長 整備士Z 34 10/06 ○ ○ ○ AW139

25 士長 整備士ａ 37 08/12 ○

26 副士長 整備士ｂ 29 06/12 ○

27 副士長 整備士ｃ 35 08/12 ○ EC225

28 副士長 整備士ｄ 30 07/12 ○ EC225

29 副士長 整備士ｅ 35 04/06 ○ EC225

30 副士長 整備士ｆ 28 04/06 ○ EC225

31 副士長 整備士ｇ 32 03/12 ○ EC225

32 副士長 整備士ｈ 29 03/12 ○ EC225

33 副士長 整備士ｉ 31 05/12 ○ EC225

34 副士長 整備士ｊ 32 05/12 ○ EC225

35 副士長 整備士ｋ 24 02/12 EC225

36 副士長 整備士ｌ 27 04/12 AS365 EC225

37 士長 整備士ｍ 33 03/12 整備見習 AS365 EC225

38 副士長 整備士ｎ 29 02/12 整備見習 整備見習 AS365 EC225

39 副士長 整備士ｏ 28 01/12 委託研修生 整備見習 整備見習 AS365 EC225

40 副士長 整備士ｐ（B区分） 他所属 整備見習 整備見習 AS365 EC225

41 士 整備士ｑ 19 00/12 委託研修生 委託研修生 他所属 他所属 整備見習 整備見習 AS365

42 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習 AS365

43 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習 AS365

44 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習 AS365

45 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習 AS365

46 B区分 整備見習 整備見習 AS366

47 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習

48 研修生（Ａ区分） 委託研修生 委託研修生 委託研修生 整備見習 整備見習

49 B区分 整備見習 整備見習

資格取得研修人数 7 6 3 6 2 2 4 4 4 2

大型機
（再任用・転出者を除く）

225 23 25 26 28 31 30 30 30 30 27 27

189 7 14 16 16 16 16 16 16 16 16 16

中型機
（再任用・転出者を除く）

365 34 35 34 35 37 35 34 35 34 32 34

139 14 15 16 16 16 16 16 17 16 10 20

a 整備見習 2 3 2 0 2 3 2 3 5 3

b 委託研修生 2 2 1 3 3 4 3 2 0 0

c 再任用 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ｄ 一等航空整備士（再任用含む） 36 35 36 38 36 35 36 35 33 35

e 整備士人数（a＋d） 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38

合 計（a＋b＋ｄ） 40 40 39 41 41 42 41 40 38 38

航空整備士養成１０年計画
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整備基礎 機体基礎 定時点検

特殊工具取扱い 救助活動訓練（地上訓練）

一等航空整備士養成のOJT教育
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航空整備士選抜試験

二等航空整備士資格取得研修

整備士基礎実務教育

一等航空整備士
（確認整備士発令）

・二等航空整備士とし
ての経験不足

・訓練者の意識
・指導者の意識

・搭乗業務経験の不足
・ＯＪＴの効果

・人材確保、業務紹介、
リクルート活動

・ＯＪＴ内容の見直し
・指導者の意識改革

・訓練搭乗時間の確保
・チューター制度

課 題 今後の取組み

・整備士希望者の減少

一等航空整備士養成の課題

一整養成課程

技能向上教育
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ご清聴ありがとうございました
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